
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■KU-MA 事務所 本日のお客さま 

会員 入澤 敏明（いりさわとしあき）さん 

■新刊案内 ■お知らせ 

  

■会員状況  ■編集後記 

正会員 220（個人：201 学生：1 企業・団体:18） 
賛助会員 52（個人：36 企業・団体：16）       

みなさまの会費や寄付金が運営費の一部となり、KU-MA 活

動を展開させていただいております。日頃のご支援に心より

感謝を申し上げるとともに、引き続き、活動および活動資金

へのご協力をお願いいたします。 

「宇宙の学校」も各地で閉校式を迎えていますが、今

年も参加家族にｱﾝｹｰﾄをお願いしています。最近、届い

た中に、『家族で参加し、1 つ実験をするたびに、１つ

子どもとの仲が深まる気がしました。』など嬉しいｺﾒﾝﾄ

があり、冬の寒さも一瞬で暖かい気持ちになりました。 

まだまだ寒い日が続きます。みなさまもご自愛なさっ

てお過ごしください。良いお年を～。 編集委員 い 

■会員募集中！！ ■会費や寄付金のお振込先 

◇正会員：KU-MA のミッションに賛同し、活動を推進する個人/法人・団体  

年会費 個人：10,000 円(学生 5,000 円)、法人・団体：50,000 円 

◇賛助会員：KU-MA のミッションに賛同し、寄付いただける個人と法人・団体 

 年会費 個人：１口 1,000 円、法人・団体：１口 50,000 円 

※個人賛助会員への会員証、メールマガジンの送付は 5 口以上からです。 

【会費や寄付金のお振込先は下記の口座へ】 

横浜銀行 渕野辺支店 普通預金 1768456 

特定非営利活動法人子ども・宇宙・未来の会  

会長 並木 道義 

「子どもの宇宙」を広げ 未来を豊かに 
 

「宇宙の学校Ⓡ」は、 
JAXA宇宙教育センターと当会の協働事業です 

NPO法人 子ども・宇宙・未来の会 「宇宙の学校」事務局 

〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1 JAXA内 

電話・FAX : 042-750-2690  

E-mail : KU-MAs@ku-ma.or.jp  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ :http://www.ku-ma.or.jp 

 

“宇宙を視座に大人が変わる 子どもが輝く 美しい星が生まれる” 【子どもと宇宙と未来をつなぐ】 

2017 年も残すところ僅かとなりました。この 1 年もたくさんの地域で色々な活動を行うことが

できました。皆さまのご協力、ご支援に心より感謝申し上げます。年内は 12 月 28 日(木)より冬

季休業に入り、新年は 1 月 5 日（金）よりスタートいたします。今後も教員研修、各地域の宇宙

の学校の閉校式、おとなの宇宙の学校（国分寺市）、企業 CSR 支援など、様々な活動を予定し

ています。     

来年も子どもと宇宙をつなぎ豊かな未来をつくる活動を皆さまのご協力を仰ぎながら頑張っ

ていきたいと思います。新年もどうぞよろしくお願いいたします。 

NPO 法人子ども・宇宙・未来の会 事務局一同 

12 月のある日、会員の入澤敏明さんが事務所へ来られま

した。入澤さんは、はまぎんこども宇宙科学館の「宇宙の学校」

やイベント等でボランティアスタッフとして指導をしたり活躍

されています。 

今回、KU-MA 事務所に来られたのは・・・・ 

子ども大学よこはまの特別授業で行うホバークラフト工作や教

材などについて相談に来られました。 

そこへたまたま前会長の平林先生がふら~っと現れました。 

お二人で話しているところをパチリ！ 

入澤さんは工業デザインのお仕事をされていて、NASDA 時代に

R&D(研究開発)で提案されていたり、国立科学博物館の地球館に常

設してある宇宙実験・観測フリーフライヤー（SFU）や PALSAR-2 , 

ERS-1 等にも関わり、平林先生が担当されていた VLBI アンテナに

も関わられていたそうです。 

① JAXA 相模原キャンパス情報 
JAXA 相模原キャンパスの展示室は現

在、工事のため休館しています。屋外

ロケット見学と食堂・売店（平日のみ）

は利用可能です。展示室の再開は２０

１８年２月頃、新たに宇宙科学探査交

流棟（仮称）としてオープンします。 

 

② おとなの宇宙の学校開催地募集！ 
おとなの宇宙の学校をあなたのお住

まいの町やゆかりの地での開催され

ませんか？ご希望の方がいらっしゃ

いましたら事務局へご連絡下さい。 

宇宙飛行の父  
ツィオルコフスキー  

人類が宇宙へ行くまで 

著：的川 泰宣 勉誠出版 

2017/11/30/発売 

耳が聞こえず孤立するなか、

「伝説の独学」によってロケッ

トの基礎となる理論を打ち立

てたロシア人科学者。人類みん

なを宇宙に飛ばすことを夢見

て、知性と理論による驚異的な

未来予想で科学を発展させた

「ロケット推進の父」の日本で

はじめての伝記。 

KU-MA に入ったきっかけは？ 
宇宙教育リーダーの集まりがあり、

的川先生とのお話の中に「これから

は教育」というお言葉がありまし

た。私も教育の重要性を感じていま

したので、即入会いたしました。 

そして、他分野の会員仲間との繋が

りを楽しみたいと思いました。 

みなさんもお気軽に

事務所へどうぞ！ 



 

うちの宇宙の学校 

 

 

私が「宇宙の学校」を知ったのは、今から９年前

の平成２０年５月頃、遠藤先生と広浜センター長

（前 JAXA 宇宙教育センター長）が久茂地公民館を

来館された際のことでした。久茂地公民館では２年

前にＪＡＸＡのタウンミーティングを開催し、その

後、年１回のコズミックカレッジを開催していると

ころでした。 

おふたりは「宇宙の学校」の紹介のため来館し

たのですが、遠藤先生の説明を聞いて、私が探し

ていたのはこれだと即座に思いました。年１回の

コズミックカレッジでは子供たちは割と高度な科

学実験を１回体験しますが、公民館の予算や人員

の関係もあってその後の継続的な学習をおこなえ

ませんでした。しかし宇宙の学校では、会場だけ

でなく家庭でも継続して学習するので、より科学

に興味を持ち続けることが期待できます。また親

の参加で、そのバックアップも大きいと思われま

した。これならより強力に科学教育を推進するこ

とができると確信しました。 

久茂地公民館で開催したのはその次の年からで

した。定員まで集まるか不安でしたが、なんと２５

０組以上の申し込みがあり、５０組程度が上限の公

民館ホールではとても無理な人数でした。その年は

日食が大きな話題になっていたので、その影響もあ

ったかもしれません。しかし遠藤先生の「全員受け

入れてほしい」とのお話で、抽選で５回受講の１０

０組（２クラス）と１回(日食回)受講組に分けて、

どうにか開催することができました。

実際に開催してみて参加人数が多いとか大変な

ことはいろいろありましたが、一番印象に残った

のは、参加者に対する遠藤先生の柔らかく丁寧に

指導する姿でした。宇宙の学校を開催することで

何度も遠藤先生の教え方を見ることができたの

で、私自身が大変勉強になりました。 

その次の年は申込が１５０組程度になり、その

後はだんだん落ち着いてきて、現在の形になりま

した。 

私自身も講師として時々参加者の前に立つこと

がありますが、他の講師の方が指導するのを見て

勉強することができ、伝えたいことが最初の頃よ

り伝えられるようになってきたと思います。 

「宇宙の学校」を受講した子はきっと理科好き

でよく考える大人になると私は考えています。そ

ういう大人が増えることで、きっといい社会にな

るのではないかと思います。成果が出るのは十数

年先になると思いますが、私はこれからも「宇宙

の学校」に関わっていきたいと思います。 

 
今
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・宇
宙
・未

来
の
会
」
の
副
会
長
と
し
て
、
全
国
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
宇
宙
の
学
校
」
へ

訪
問
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
頂
い
て
い

ま
す
。
ど
こ
の
「
宇
宙
の
学
校
」
に
お

邪
魔
し
て
も
共
通
し
て
言
え
る
こ
と

は
、
「
子
ど
も
の
目
が
輝
い
て
い
る
」
こ

と
と
「
誰
も
が
夢
中
に
な
って
い
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。  

瞳
の
輝
き
と
宇
宙
の
学
校
の
魅
力 

そ
し
て
、
あ
る
と
き
か
ら
「
何
故
、

子
ど
も
た
ち
の
目
を
輝
か
せ
る
の
だ

ろ
う
か
」
と
自
ら
に
問
い
な
が
ら
「
宇

宙
の
学
校
」
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
の
興
味

関
心
を
か
き
立
て
る
教
材
や
人
、
仲

間
と
遭
遇
し
て
い
る
か
ら
だ
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
「
何
故
、
誰
も
が
夢
中
に
な

る
の
か
」に
つ
い
て
も
考
え
た
と
き
「
誰

か
ら
か
無
理
矢
理
や
ら
さ
れ
て
い
な

い
子
ど
も
の
姿
」
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
２
つ
の
要
素

が
「
宇
宙
の
学
校
」
の
と
て
も
大
き
な

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

指
導
要
領
の
改
訂
と
の
関
連 

こ
の
魅
力
と
２
０
２
０
年
度
か
ら
小

学
校
で
完
全
実
施
さ
れ
る
新
し
い
学

習
指
導
要
領
と
の
関
連
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
新
学
習
指
導
要
領
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
「
主
体
的
で
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
授
業
で
す
。
従
来
の
先
生
の

説
明
を
聴
き
、
黒
板
の
内
容
を
ノ
ー
ト

に
し
っか
り
と
写
す
と
い
う
ス
タ
イ
ル
か

ら
の
転
換
を
求
め
て
今
ま
で
何
回
か

改
訂
さ
れ
ま
し
た
が
な
か
な
か
改
善

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
改
訂
が

学
校
の
授
業
を
変
え
る
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

自
然
と
導
か
れ
る
教
材
と
活
動 

ま
ず
、
こ
れ
か
ら
学
校

で
は
「
主
体
的
な
学
び
」
を

実
現
す
る
た
め
に
「
学
ぶ
こ

と
に
興
味
や
関
心
」
が
持

て
る
授
業
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
そ
の
点
で
「
宇
宙
の
学

校
」
の
教
材
は
、
身
近
な
現

象
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ

る
こ
と
で
子
ど
も
や
保
護

者
に
「
な
ぜ
、
ど
う
し
て
」

を
誘
発
さ
せ
「
知
り
た
い
、

わ
か
り
た
い
」
と
い
う
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

次
に
「
対
話
的
な
学
び
」
で
す
が
、

今
ま
で
学
校
で
は
、
先
ず
個
人
で
考

え
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
が
ち
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
同

士
、
子
ど
も
と
教
師
、
教
材
な
ど
向

き
合
い
、
対
話
を
通
し
て
自
己
の
考

え
を
広
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

「
宇
宙
の
学
校
」
で
は
、
家
庭
で
保
護

者
や
教
材
と
の
対
話
が
自
然
と
起
こ

る
よ
う
に
な
って
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク

ー
リ
ン
グ
で
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
中

で
他
の
家
族
と
同
じ
課
題
に
取
り
組

ん
だ
り
、
道
具
を
共
有
し
な
が
ら
対

話
が
広
が
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

最
後
に
「
深
い
学
び
」
で
す
。
今
ま
で

の
学
習
で
得
た
知
識
を
も
と
に
い
ろ
い

ろ
な
「見
方
・
考
え
方
」を
駆
使
し
て
新

た
な
問
い
を
見
い
だ
し
解
決
し
よ
う
と

す
る
の
が
「
深
い
学
び
」
で
す
。
こ
の
よ

う
な
学
び
を
創
り
出
す
に
は
、
教
師
と

し
て
の
専
門
性
と
課
題
の
質
が
問
わ
れ

ま
す
。 

 

「
宇
宙
の
学
校
」
で
行
わ
れ
て
い
る
家

庭
学
習
レ
ポ
ー
ト
発
表
会
は
、
「
深
い

学
び
」
を
引
き
起
こ
す
多
く
の
要
素
を

含
ん
で
い
ま
す
。
発
表
を
聴
い
て
疑
問

を
覚
え
、
質
問
し
自
分
で
工
夫
し
て

新
た
な
実
験
を
し
て
み
た
い
と
い
う
声

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
ん
な

過
程
を
踏
ん
だ
と
思
わ
れ
る
発
表
を

見
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
「
宇
宙
の
学
校
」
の
取

り
組
み
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育

の
め
ざ
す
方
向
」
と
同
じ
だ
と
い
う
こ

と
を
各
地
の
様
子
か
ら
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
「
宇
宙

の
学
校
」
を
は
じ
め
と
す
る
K

U-

M

A

の
各
種
事
業
が
、
よ
り
一
層
、
子

ど
も
の
未
来
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
に

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

    

～
並
木
会
長
と
ウ
ナ
ギ
の
調
査
の
巻
～ 

Q: 

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所
の
調
査
に
、  

 

な
ぜ
気
球
観
測
の
並
木
先
生
が
10
年

も
関
わ
る
こ
と
に⁈

 

東
大
海
洋
研
に
、
塚
本
先
生
と
い
う
ウ

ナ
ギ
の
大
家
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
が
、

ウ
ナ
ギ
の
生
態
を
調
べ
る
の
に
ソ
ナ
ー
を
使

って
い
た
の
で
す
（ソ
ナ
ー
：
水
中
の
物
体
を

音
波
を
利
用
し
て
探
知
を
す
る
装
置
）
ウ

ナ
ギ
に
発
信
機
を
付
け
、
船
に
受
信
機
を

付
け
て
。
ウ
ナ
ギ
を
産
卵
期
に
放
流
し
、

海
へ
出
て
い
く
の
を
船
で
追
い
か
け
る
ん
で

す
が
、
ウ
ナ
ギ
の
方
が
速
く
て
追
い
つ
け
な

い
。
な
に
か
良
い
方
法
が
無
い
か
気
球
グ
ル

ー
プ
に
相
談
さ
れ
た
の
で
、
ウ
ナ
ギ
に
特
殊

な
送
信
機
を
取
り
付
け
る
事
を
提
案
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
ウ
ナ
ギ
に
取
り
付
け
た

送
信
機
か
ら
の
デ
ー
タ
を
衛
星
経
由
で
取

得
し
よ
う
と
。
気
球
観
測
で
そ
う
い
う
技

術
を
使
う
ん
で
す
。
気
球
に
吊
り
下
げ
た

観
測
器
が
海
上
に
降
下
し
て
な
か
な
か
見

つ
か
ら
な
い
時
に
、
気
球
の
観
測
機
器
か
ら

デ
ー
タ
を
衛
星
に
送
信
さ
せ
て
位
置
の
特

定
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
技
術
協
力

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

次
号
に
つ
づ
く 

沖縄県那覇市 

那覇市「宇宙の学校」会場にてスタッフの宇久さんと一緒に 

インタビュアー 

菊地 涼子 

岡山県和気町「宇宙の学校」開催会場にて 
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会員 入澤 敏明（いりさわとしあき）さん 
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■会員状況  ■編集後記 

正会員 220（個人：201 学生：1 企業・団体:18） 
賛助会員 52（個人：36 企業・団体：16）       

みなさまの会費や寄付金が運営費の一部となり、KU-MA 活

動を展開させていただいております。日頃のご支援に心より

感謝を申し上げるとともに、引き続き、活動および活動資金

へのご協力をお願いいたします。 

「宇宙の学校」も各地で閉校式を迎えていますが、今

年も参加家族にｱﾝｹｰﾄをお願いしています。最近、届い

た中に、『家族で参加し、1 つ実験をするたびに、１つ

子どもとの仲が深まる気がしました。』など嬉しいｺﾒﾝﾄ

があり、冬の寒さも一瞬で暖かい気持ちになりました。 

まだまだ寒い日が続きます。みなさまもご自愛なさっ

てお過ごしください。良いお年を～。 編集委員 い 

■会員募集中！！ ■会費や寄付金のお振込先 

◇正会員：KU-MA のミッションに賛同し、活動を推進する個人/法人・団体  

年会費 個人：10,000 円(学生 5,000 円)、法人・団体：50,000 円 

◇賛助会員：KU-MA のミッションに賛同し、寄付いただける個人と法人・団体 

 年会費 個人：１口 1,000 円、法人・団体：１口 50,000 円 

※個人賛助会員への会員証、メールマガジンの送付は 5 口以上からです。 

【会費や寄付金のお振込先は下記の口座へ】 

横浜銀行 渕野辺支店 普通預金 1768456 

特定非営利活動法人子ども・宇宙・未来の会  

会長 並木 道義 

「子どもの宇宙」を広げ 未来を豊かに 
 

「宇宙の学校Ⓡ」は、 
JAXA宇宙教育センターと当会の協働事業です 

NPO法人 子ども・宇宙・未来の会 「宇宙の学校」事務局 

〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1 JAXA内 

電話・FAX : 042-750-2690  

E-mail : KU-MAs@ku-ma.or.jp  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ :http://www.ku-ma.or.jp 

 

“宇宙を視座に大人が変わる 子どもが輝く 美しい星が生まれる” 【子どもと宇宙と未来をつなぐ】 

2017 年も残すところ僅かとなりました。この 1 年もたくさんの地域で色々な活動を行うことが

できました。皆さまのご協力、ご支援に心より感謝申し上げます。年内は 12 月 28 日(木)より冬

季休業に入り、新年は 1 月 5 日（金）よりスタートいたします。今後も教員研修、各地域の宇宙

の学校の閉校式、おとなの宇宙の学校（国分寺市）、企業 CSR 支援など、様々な活動を予定し

ています。     

来年も子どもと宇宙をつなぎ豊かな未来をつくる活動を皆さまのご協力を仰ぎながら頑張っ

ていきたいと思います。新年もどうぞよろしくお願いいたします。 

NPO 法人子ども・宇宙・未来の会 事務局一同 

12 月のある日、会員の入澤敏明さんが事務所へ来られま

した。入澤さんは、はまぎんこども宇宙科学館の「宇宙の学校」

やイベント等でボランティアスタッフとして指導をしたり活躍

されています。 

今回、KU-MA 事務所に来られたのは・・・・ 

子ども大学よこはまの特別授業で行うホバークラフト工作や教

材などについて相談に来られました。 

そこへたまたま前会長の平林先生がふら~っと現れました。 

お二人で話しているところをパチリ！ 

入澤さんは工業デザインのお仕事をされていて、NASDA 時代に

R&D(研究開発)で提案されていたり、国立科学博物館の地球館に常

設してある宇宙実験・観測フリーフライヤー（SFU）や PALSAR-2 , 

ERS-1 等にも関わり、平林先生が担当されていた VLBI アンテナに

も関わられていたそうです。 

① JAXA 相模原キャンパス情報 
JAXA 相模原キャンパスの展示室は現

在、工事のため休館しています。屋外

ロケット見学と食堂・売店（平日のみ）

は利用可能です。展示室の再開は２０

１８年２月頃、新たに宇宙科学探査交

流棟（仮称）としてオープンします。 

 

② おとなの宇宙の学校開催地募集！ 
おとなの宇宙の学校をあなたのお住

まいの町やゆかりの地での開催され

ませんか？ご希望の方がいらっしゃ

いましたら事務局へご連絡下さい。 

宇宙飛行の父  
ツィオルコフスキー  

人類が宇宙へ行くまで 

著：的川 泰宣 勉誠出版 

2017/11/30/発売 

耳が聞こえず孤立するなか、

「伝説の独学」によってロケッ

トの基礎となる理論を打ち立

てたロシア人科学者。人類みん

なを宇宙に飛ばすことを夢見

て、知性と理論による驚異的な

未来予想で科学を発展させた

「ロケット推進の父」の日本で

はじめての伝記。 

KU-MA に入ったきっかけは？ 
宇宙教育リーダーの集まりがあり、

的川先生とのお話の中に「これから

は教育」というお言葉がありまし

た。私も教育の重要性を感じていま

したので、即入会いたしました。 

そして、他分野の会員仲間との繋が

りを楽しみたいと思いました。 

みなさんもお気軽に

事務所へどうぞ！ 
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